
年間授業計画　新様式

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【支えあう社会】
自助・共助・公助の意味を理解さ
せる。
【地域社会を築く】
地域社会との関りについて理解を
深める。

・ケーススタディでグループワー
クを行い、議論を深める。　特に
支えあうことについて議論する。

【知識・技能】それぞれの課題に対する知識
の修得度
　
【思考・判断・表現】
グループワークでの発言内容

【主体的に学習に取り組む態度】
課題への取り組み姿勢

○ ○

【ワークライフバランス】自分が
理想とするワークライフバランス
の実現法考えさせる。
【お金の意義】
収支の管理について考えさせる。
税・社会保障・人生のリスクにつ
いて考えさせる。

・ケーススタディでグループワー
クを行い、議論を深める。　特に
子どもの出生別にみた出産前後の
妻の就業変化について話し合う。

【知識・技能】それぞれの課題に対する知識
の修得度
　
【思考・判断・表現】
グループワークでの発言内容

【主体的に学習に取り組む態度】
課題への取り組み姿勢

○ ○

・ケーススタディでグループワー
クを行い、議論を深める。　特に
スマートフォン時代を生きること
のについて議論を深める。

【知識・技能】それぞれの課題に対する知識
の修得度
　
【思考・判断・表現】
グループワークでの発言内容

【主体的に学習に取り組む態度】
課題への取り組み姿勢

○ ○

7

【文化の多様性】
外国人が集まる東京について学び
様々な文化を理解させる。
【グローバル化進展する社会】
今できること、今後すべきことを
理解させる。

○ 7

・ケーススタディでグループワー
クを行い、議論を深める。　特に
支えあうことについて議論する。
グローバル化の進展する社会で大
切にするもの議論する。

【知識・技能】それぞれの課題に対する知識
の修得度
　
【思考・判断・表現】
グループワークでの発言内容

【主体的に学習に取り組む態度】
課題への取り組み姿勢

○ ○ ○

配当
時数

１
学
期

【人間関係を築く】
人間関係を築くことの意味を理解
させる。
【学ぶことの意義】
学ぶことの意味について考えさせ
る。

・ケーススタディでグループワー
クを行い、議論を深める。

【知識・技能】それぞれの課題に対する知識
の修得度
　
【思考・判断・表現】
グループワークでの発言内容

【主体的に学習に取り組む態度】
課題への取り組み姿勢

○ ○ ○ 7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【マナーとルール】
都立高校生のマナーやルールに対
する現状を考え考察する。
【スマートフォン時代のコミュニ
ケーション】
スマートフォンを活用した生活を
について理解させる。

○ 7

総合的な探究の時間 人間と社会

（志波・久保田）

総合的な探究の時間 人間と社会 1

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理
解するようにする。

総合的な探究の時間

実社会や実生活と自己の関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現すること
ができるようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとす
る態度を養う。

・社会の一員として主体的かつ積極的に関わろうとする
姿勢を育成する。
・様々な課題や問題点を見つけ学習に主体的に取り組む
力を育成する。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・価値観や環境の違う他者を理解することができる知を養い、
人睨視を高めていく。
・他社理解実現のため必要な情報の収集・整理・分析が行える
力を育成する。

・一つの事象を様々な角度から多面的または多角的に考
察できる力を育成する。
・自他の考え方や調査した知識等を他者に伝達する力を
育成する。

人間と社会

人間と社会

【 知　識　及　び　技　能 】

合計

35

２
学
期

3
学
期

7

○


